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私は僧侶である．先日，当寺の
住職が亡くなり，喪主として葬儀

を執り行った．いずれ私も住職になるであろう．昔，こ
のプラズマ・核融合の分野にも住職をしながら大学の教
員をされていた方がいらっしゃったと聞いたことがある．
その先生は檀家さんに「仏教はこの世の真理を説いた教
えである．この宇宙の99% はプラズマであり，プラズマ
について知ることはこの世の真理について知ることである」
と説いたそうである．全くその通りである．私は就職す
る際，「宗教（仏教）と研究開発，一見相反するものだが，
どちらもこの世の真理を明らかにし，宗教は人の心を，
研究開発は人の生活を「豊かにする」という点で共通し
ていると思っていて，どちらにも取り組みたい」と宣言
していた．今回のことを機に，思いを新たに次第である．
さて，筆を編集委員に持ち替えよう．2023年7月に本学
会誌の編集委員を仰せつかり，職場の本棚に山積みされ
たこれまで届いた学会誌をながめてみた．最近は，Web
ページからもアクセスできるようになり，PC上に PDF
をダウンロードして読むことも増えたが，紙面として読

んでいた一昔前の学会誌には大量のメモ付箋が貼られて
おり，懐かしさを感じた．特に，学生会員から正会員になっ
た頃，学生時代とは異なる研究分野に取り組むとなった
時に，その分野の基本的な知識と最新の状況，専門とし
ている研究者の方々をまとまって知ることができ，大変
助かった記憶がある．特集記事の最後に載っている著者
欄の写真も頼りに，年会の発表ポスターに行き，質問攻
めしたのが思い出される．と，このように「昔は…」な
どと思い出して書いていると，歳を感じるためこの辺に
しておくが，改めて本学会誌での記事が研究の助けになっ
ていることを痛感した次第である．現在は，様々な情報
媒体があり，大量の情報に簡単にアクセスして得ること
ができるが，本学会誌のように，今熱いテーマや改めて
知りたい話題を厳選して，専門家の方々に執筆してもらっ
た記事はいつ読み返しても貴重なものだと思っている．
企画担当は未だの中，自分の中のハードルを上げてしまっ
たが，この後のプラズマ・核融合の分野で研究する方々
に役立つもの（「経本」とまでは言わないまでも）を残すぞ，
という気概を胸に，筆を置きたいと思う．� （宇藤裕康）




